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　国立天文台は，通信総合研究所及び米国海洋大気庁測地測量局と協力し，1987年4月から通信総

合研究所関東支所（鹿島）と米国の3局からなるVLBI太平洋観測網（International　Radio

Interferometric Surveying,Pacific Network)による地球回転観測を開始した。この観測網はその後

オーストラリアのタスマニア大学及び米国海軍天文台の協力を得て，現在，鹿島，米国の2局（K-

auai，Fairbanks（＝GILCREEK）)及びタスマニア（Hobart）の4局から構成される観測網とし

て，1ヵ月に1度の定常観測と1週間程度の連続観測を間欠的に行い，国際地球回転観測事業の目

的遂行に寄与している。第1図にいままでにIRIS－Pに参加した局を示す。地球回転観測網は

IRIS－P以外にもいくつかあり，より高頻度な観測を行うとともに，地球回転目的以外の測地

VLBI観測も行われている。これらのVLBI観測は，観測局の位置変化を監視するための有力なデー

タ源である。ここでは鹿島の地球基準座標系に対する3次元位置変化及び観測網を構成する他の観  

 測局との3次元基線ベクトルの変化を報告する。

　鹿島の位置変化を検出するために，以下の手続きで解析をおこなった。まず，1984年1月から19

92年6月までの1000余りの国際測地VLBI観測データから銀河系外電波源位置，VLBI観測局位置と

速度及び地球回転パラメータを同時に決定する。これにより天球基準座標系及びグローバルな地球

基準座標系が構築される。第1表にIRIS－P局の1988.0における座標と速度及び鹿島からの距離を

示す。続いて，鹿島以外の観測局の位置と速度，全ての電波源位置及び地球回転パラメーターを既

知として鹿島の位置を各観測セッション毎に決定する。基線ベクトルは同じ基準座標系に準拠する

が，鹿島を固定し他の局の位置を各観測セッション毎に決定する。基線ベクトルは，基線を構成す

る2局の基準座標系で与えられる位置をxo,yoとして，直交基底el= xo - yo, er= el × xo, ev

  =el×ev 各方向の成分Bl，Bt及びBvを用いて表す。以下に示す結果はIRIS－Pに加えて鹿島が

  参加したNASA地殻力学計画による結果も含んでいる。

　  第2図に24時間観測による位置決定3次元誤差楕円の例を示す。水平方向に比較して上下方向の

  位置決定誤差が際だって大きいことがわかる。第3図に鹿島の位置変化を示す。実線は

  NUVEL－1プレート運動モデルから計算される予測値である。北向き成分はほぼ予測値に近いが，

  永年的に沈降していること及び東向き成分はモデルと合わないことが見て取られる。

　  第4図から第5図にKAUAI，MOJAVE12及びGILCREEKとの基線の変化を示す。これらの局は

  変化を追跡するのに十分な観測データがあるということで選ばれている。おおむねNUVEL－1に

  近いが特にTRANSVERSE成分での違いが目だつ。MOJAVE12 及び GILCREEKの

  TRANSVERSE成分に1年より長い系統変化がみられるが，このような変化の原因は今後の研究課

  題である。VERTICAL成分についてばらつきが大きいのは今後検討を要する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       　　　　　　　　　　　　（真鍋盛二）
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　　　第1表　IRIS－P観測局の1988.0における位置と鹿島26mアンテナからの距離

Table 1　Coordinates of the lRIS-P stations at 1988.O and their distances from KASHIMA 26 m antenna.

　　第1図　IRIS－P観測局の分布

Fig.1　Distribution　of　the　IRIS-P　VLBI　stations．
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　　　　　　　第2図　局所測心座標系であらわされた鹿島位置決定誤差楕円の例

Fig.2　Example　of the　error　ellipsoid　of　Kashima's　coordinates　expressed　in　the　local　topocentric　coordinates.
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　　　　第3図　鹿島局の3次元位置変化。直線はUVEL－1プレートモデルによる値である。

Fig.3　Position　variation　of the　Kashima　station. The　straight lines　are　the　motions　predicted　by　the　NUVEL-1 plate　model.
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　　　　第4図　鹿島一KAUAI基線の変化。直線はNUVEL－1プレート運動モデルからの予測値である。

Fig.4　Variations　of　the　KASHIMA-KAUAl　baseline. The　straight　lines　are　the　variations　predicted by　the　NUVEL-1 plate　model.
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　　　第5図　鹿島一MOJAVE12基線の変化。直線はNUVEL－1プレート運動モデルからの予測値である。

Fig.5　 Variations　of the　KASHIMA-MOJAVE 12 baseline. The　straight　lines　are　the　variations　predicted　by　the　NUVEL-1 plate　model.
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　　　第6図　鹿島一GILCREEK基線の変化。直線はNUVEL－1プレート運動モデルからの予測値である。

Fig.6　Variations　of the　KASHIMA-GILCREEK　baseline. The　straight　lines　are　the　variations　predicted　by　the　NUVEL-1 plate　model.
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